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2
月
14
日
、
都
心
部
連
携
協
議

会
参
加
支
部
と
本
部
の
メ
ン
バ
ー

14
人
で
、
現
場
宣
伝
を
実
施
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
昨
年
9
月
に
江

東
区
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連
施
設

現
場
で
の
行
動
に
続
く
2
回
目
の

取
り
組
み
で
、
こ
の
日
は
公
契
約

条
例
の
施
行
さ
れ
て
い
る
渋
谷
区

の
高
齢
者
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
跡
地
複

合
施
設
（
仮
称
、
元
請
＝
共
立
・

守
谷
建
設
共
同
企
業
体
）
で
行
な

い
ま
し
た
。

工
程
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
工

事
で
し
た
の
で
就
業
者
数
は
少
な

か
っ
た
も
の
の
、
昼
食
休
憩
に
む

か
う
労
働
者
に
温
か
い
飲
物
や
バ

レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
に
合
わ
せ
た
チ

ョ
コ
レ
ー
ト
な
ど
宣
伝
グ
ッ
ズ
を

渡
し
な
が
ら
、
一
人
一
人
て
い
ね

い
に
賃
金
や
建
退
共
、
社
会
保
険

の
加
入
状
況
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
の
登
録

な
ど
を
ア
ン
ケ
ー
ト
を
使
っ
て
聞

き
ま
し
た
。
「
公
契
約
条
例
と
い

う
も
の
で
、
現
場
で
働
く
人
の
最

低
の
賃
金
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
の

は
と
て
も
い
い
こ
と
で
す
ね
」
な

ど
に
こ
や
か
に
答
え
て
く
れ
る
労

働
者
も
い
ま
し
た
。

宣
伝
行
動
の
前
に
、
渋
谷
支
部

の
伊
藤
委
員
長
、
大
鐘
常
任
執
行

委
員
、
書
記
局
で
現
場
事
務
所
を

訪
問
。
現
場
代
理
人
に
こ
の
日
の

行
動
の
趣
旨
を
説
明
し
、「
作
業
環

境
の
改
善
と
建
設
技
術
者
の
処
遇

改
善
に
向
け
た
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
協
約
書
」と「『
渋
谷
区
公
契
約

条
例
』を
遵
守
す
る
確
認
書
」に
署

名
・
捺
印
を
も
ら
っ
て
い
た
こ
と

も
あ
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
も
快
く

労
働
者
が
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

2
月
14
日
、
国
土
交
通
省
が
2
0
2
0

年
3
月
1
日
か
ら
適
用
さ
れ
る
公
共
工
事

設
計
労
務
単
価
を
公
表
し

ま
し
た
。
2
0
1
3
年
度

の
改
定
か
ら
8
年
連
続
の

引
き
上
げ
で
、
全
国
全
職

種
加
重
平
均
が
過
去
最
高

額
の
2
万
2
1
4
円
と
な

り
、
前
年
度
比
で
は
8
2

2
円
（
2
・
5
％
）
増
加

と
な
り
ま
し
た
。

国
土
交
通
省
は
改
定
後

の
単
価
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
「
労
務
単

価
に
は
、
事
業
主
が
負
担
す
べ
き
人
件
費

（
必
要
経
費
分
）は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

よ
っ
て
、
下
請
代
金
に
必
要
経
費
分
を
計

上
し
な
い
、
又
は
下
請
代
金
か
ら
値
引
く

こ
と
は
不
当
行
為
で
す
」
と
明
記
し
、
さ

ら
に
労
務
単
価
が
2
万
2
1
4
円
の
場
合

に
は
事
業
主
が
労
働
者
一
人
の
雇
用
に
必

要
な
経
費
は
、
法
定
福
利
費
＋
労
務
管
理

費
等
で
4
6
4
9
円
（
23
％
）
と
安
全
管

理
費
等
で
3
6
3
9
円
（
18
％
）
が
加
算

さ
れ
て
、
2
万
8
5
0
2
円
に
な
る
と
し

て
留
意
が
必
要
だ
と
明
示
し
ま
し
た
。

ま
た
単
価
設
定
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、

「
社
会
保
険
へ
の
加
入
徹
底
の
観
点
か
ら

必
要
な
法
定
福
利
費
相
当
額
を
2
0
1
3

年
度
か
ら
継
続
し
て
反
映
」
「
労
働
基
準

法
の
改
正
に
よ
る
有
給
休
暇
の
取
得
義
務

化
を
踏
ま
え
て
、
義
務
化
分
の
有
給
休
暇

取
得
に
要
す
る
費
用
を
反
映
」
し
て
い
る

こ
と
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
政

府
が
建
設
従
事
者
の
雇
用
化
を
推
進
し
て

い
る
こ
と
を
設
計
労
務
単
価
に
反
映
し
た

も
の
で
す
。

し
か
し
全
建
総
連
東
京
都
連
合
会
の
賃

金
調
査
の
結
果
を
み
る
と
、
2
0
1
9
年

度
の
全
職
種
で
の
常
用
賃
金
で
1
万
6
6

0
4
円
、
手
間
請
賃
金
で
2
万
9
8
4
円

と
な
っ
て
お
り
、
設
計
労
務
単
価
と
常
用

賃
金
で
は
3
6
1
0
円
の
差
が
歴
然
と
し

て
い
ま
す
。

請
求
要
求
運
動
や
大
手
企
業
交
渉
、
労

働
協
約
の
締
結
、
公
契
約
条
例
制
定
、
生

計
費
調
査
に
よ
る
最
低
賃
金
運
動
な
ど
、

賃
金
引
上
げ
に
向
け
た
運
動
の
強
化
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

バレンタインチョコなども配り、労働者はアンケート
に快く答えてくれました

協約書等を取り交わした伊藤
委員長（左）と大鐘常任（右）

三
多
摩
国
民
春
闘
共
闘
会
議
が

主
催
す
る
「
三
多
摩
国
民
春
闘
勝

利
総
決
起
集
会
」
が
2
月
14
日
に

開
催
さ
れ
、
4
6
0
人
（
東
京
土

建
2
8
4
人
）
が
小
金
井
宮
地
楽

器
ホ
ー
ル
に
集
ま
り
ま
し
た
。

三
多
摩
春
闘
共
闘
会
議
の
芳
賀

次
郎
代
表
委
員
の
主
催
者
あ
い
さ

つ
、
東
京
春
闘
共
闘
会
議
の
井
澤

智
副
代
表
の
来
賓
あ
い
さ
つ
と
続

き
ま
し
た
。
今
回
は
、
昨
年
に
引

き
続
き
静
岡
県
立
大
学
短
期
大
学

部
准
教
授
の
中
澤
秀
一
さ
ん
を
講

師
に
、
「
東
京
最
低
生
計
費
試
算

調
査
と
そ
の
結
果
、
全
国
の
最
低

生
計
費
」と
題
し
た
講
演
の
ほ
か
、

国
民
春
闘
共
闘
委
員
会
常
任
幹
事

の
黒
澤
幸
一
さ
ん
に
よ
る
、
「
20

国
民
春
闘
／
公
正
・
公
平
な
社
会

を
め
ざ
し
て
」
と
い
う
講
演
が
あ

り
ま
し
た
。

各
団
体
か
ら
の
訴
え
の
場
で

は
、
東
京
土
建
の
渡
辺
義
久
副
委

員
長
が
、
「
す
べ
て
の
労
働
者
の

賃
金
が
底
上
げ
さ
れ
な
け
れ
ば
、

私
た
ち
建
設
労
働
者
の
賃
金
も
上

が
り
ま
せ
ん
。
普
通
に
8
時
間
働

い
て
人
間
ら
し
く
暮
ら
す
た
め
に

は
、
ど
こ
で
も
時
給
1
5
0
0
円

以
上
が
必
要
」
と
訴
え
ま
し
た
。 代表して訴える渡辺副委員長

2
0
2
0
年
（
令
和
2
年
）
の

第
1
回
杉
並
区
議
会
定
例
会
が
2

月
13
日
か
ら
開
会
、
2
月
18
日
に

は
、
東
京
土

建
杉
並
支
部

な
ど
が
制
定

に
向
け
運
動

を
続
け
て
き

た
「
杉
並
区
公
契
約
条
例
」
が
上

程
さ
れ
ま
し
た
。
杉
並
支
部
の
栗

林
常
任
執
行
委
員
、
髙
取
副
主
任

書
記
が
杉
並
建
設
、
建
設
ユ
ニ
オ

ン
杉
並
支
部
の
役
員
と
と
も
に
本

会
議
を
傍
聴
し
ま
し
た
。

本
会
議
は
一
般
質
問
の
後
、
午

後
2
時
か
ら
宇
賀
神
副
区
長
が
41

の
議
案
等
を
提
案
、
説
明
。
公
契

約
条
例
は
議
案
第
8
号
で
、
予
算

特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
る
こ
と

が
出
席
議
員
の
「
異
議
な
し
」
の

声
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

「
予
算
特
別
委
員
会
も
傍
聴
す

る
つ
も
り
で
す
。
杉

並
区
で
の
公
契
約
条

例
制
定
に
向
け
て
繰

り
返
し
現
場
就
業
者

の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行

な
い
、
対
区
交
渉
等
で
訴
え
、
区

長
か
ら
も
前
向
き
の
発
言
を
得

て
、
こ
こ
ま
で
来
ま
し
た
」
と
栗

林
さ
ん
は
話
し
て
い
ま
し
た
。

2
月
16

日
、
け
ん
せ

つ
プ
ラ
ザ
東

京
で
、
第
15

回
と
な
る
東

京
土
建
パ
ル

総
会
を
開
催

し
、
1
3
0

人
が
参
加
し

ま
し
た
。

会
長
は

「
昨
秋
の
大

手
企
業
交
渉

で
は
、
仲
間

か
ら
多
く
の

現
場
情
報
が
寄
せ
ら
れ
、
実
り
あ

る
交
渉
が
で
き
た
。
さ
ら
に
情
報

収
集
に
努
め
て
交
渉
に
活
か
し
た

い
。
し
か
し
建
設
現
場
で
は
依
然

と
し
て
パ
ワ
ハ
ラ
が
あ
る
な
ど
、

人
権
を
踏
み
に
じ
ら
れ
る
状
況
も

あ
る
。
昨
年
、
私
は
原
点
回
帰
を

強
調
し
た
が
、
現
場
か
ら
現
場
を

変
え
る
と
い
う
観
点
で
団
結
し
て

が
ん
ば
ろ
う
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。
本
部
や
来
賓
か
ら
の
あ
い

さ
つ
の
後
、
長
谷
部
康
幸
全
建
総

連
賃
金
対
策
部
長
か
ら
「
『
共
感
』

か
ら
『
行
動
・
実
践
・
獲
得
』
そ

し
て
『
確
信
へ
』
」
と
題
す
る
記

念
講
演
が
あ
り
、
そ
の
中
で
長
谷

部
さ
ん
は
運
動
に
は
創
造
が
重
要

で
、
法
律
と
と
も
に
集
団
的
大
衆

的
行
動
を
駆
使
す
る
こ
と
を
強
調

し
ま
し
た
。

幹
事
長
が
議
案
を
提
案
。
「
現

場
実
態
集
約
↓
企
業
交
渉
↓
結
果

の
周
知
」
と
い
う
サ
イ
ク
ル
を
確

立
す
る
こ
と
、
情
報
収
集
で
は
具

体
的
に
大
手
企
業
交
渉
従
事
者
を

5
人
以
上
掘
り
起
こ
す
、
パ
ル
の

会
員
を
ふ
や
す
な
ど
方
針
を
参
加

者
の
拍
手
で
確
認
し
ま
し
た
。
新

役
員
を
選
出
し
、
分
科
会
、
懇
親

会
で
議
論
を
深
め
ま
し
た
。

発言する中村副委員長

2
月
19
日
、
東
京
都
議
会
2
0

2
0
年
第
1
回
定
例
会
開
会
に
合

わ
せ
、
東
京
地
評
な
ど
3
団
体
で

昼
休
み
に
都
庁
前
で
集
会
を
開

き
、
2
4
0
人
（
東
京
土
建
は
92

人
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

主
催
者
あ
い
さ
つ
で
、
荻
原
淳

東
京
地
評
議
長
は
「
都
議
会
で
は

2
0
2
0
年
度
予
算
案
が
審
議
さ

れ
る
。
困
難
な
都
民
の
暮
ら
し
と

営
業
を
守
り
、
福
祉
を
増
進
さ
せ

る
予
算
を
確
立
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
小
池
知
事
が
編
成
す
る
予

算
案
は
東
京
大
改
造
や
五
輪
に
莫

大
な
予
算
を
つ
ぎ
込
む
も
の
だ
。

都
民
が
主
人
公
と
な
る
都
政
を
作

ろ
う
」
と
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

都
議
会
か
ら
斉
藤
ま
り
子
都
議

（
共
産
）
が
参
加
し
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
で
4
0
0
億
円

の
補
正
予
算
を
ま
と
め
さ
せ
た
成

果
を
述
べ
た
上
で
、
都
立
病
院
の

独
立
行
政
法
人
化
で
医
療
・
福
祉

を
後
退
さ
せ
よ
う
と
す
る
小
池
都

政
を
批
判
し
ま
し
た
。

各
分
野
か
ら
の
決
意
表
明
で
、

東
京
土
建
本
部
の
中
村
隆
幸
副
委

員
長
が
、
9
区
市
で
制
定
さ
れ
た

公
契
約
条
例
を
東
京
都
で
も
作
ら

せ
よ
う
な
ど
と
発
言
し
ま
し
た
。

長谷部さん

求

人

８時間で人間らしく

協
約
書
等
取
り
交
わ
す

協
約
書
等
取
り
交
わ
す

三多摩春闘集会に４６０人

公
契
約
い
よ
い
よ

公
契
約
現
場
で
宣
伝
、聞
き
取
り

杉
並
区
議
会
本
会
議
に
上
程

サイクル確立しよう
パル１５回目の総会を開催

開
発
よ
り
暮
ら
し
に

都
議
会
開
会
に
合
わ
せ
行
動

賃
上
げ
向
け
運
動
強
化
を


